
2023年度 石川県損害保険代理業協会 第７回理事会議事録 

1． 日時 2023年 12月 14日 13:30～15:25 

2． 場所 石川県地場産業振興センター 第 2会議室  

3． 出席者 浜上会長、松岡副会長、宮野副会長、竹村専務理事、 

山下常務理事、林常務理事、佐野常務理事、 

山田理事、濱坂理事、田端理事、東川理事、清水理事、重政理事、 

事務局岩本 

全理事数 22名、出席理事数 13名、出席監事数 0名 

会 議 次 第 

1． 会長あいさつ 浜上会長 

2． ＜ 報告事項 ＞ 司会 竹村専務理事 

 1）組織委員会報告 松岡組織副委員長 

・入退会について 

 入会 ・ 退会 なし 

 ★正会員現況報告 155店（12月 14日現在） 

令和５年度の増強目標は３店なので、あと 2店 

 2）11/16高校出前講座報告 竹村専務 

11 月 16 日（木）14：30～15：20 鶴来高等学校にて開催。生徒約 65 名の

参加。講師は、東川理事が務めた。 

東川：マイクがなかった為、話すのが大変だった。内容を一部変更し、生徒

達に伝えたいことを話した。アンケートの回答で、保険についてもう少

し詳しく知りたいという声が多かったので、内容のウェイトを見直した

い。 

宮野：今後の出前講座の予定は、1/26（金）松任高校が決定している。 

また内灘高校から講演の依頼がある。講師とサポートのメンバーを決

定したい。 

→1/17（水） 14：25～15：15 講師は濱坂理事、サポートは佐野常

務、浜上会長に決定した。 

 3）日本代協コンベンション報告 竹村専務 

11月 17日（金）はグランドニッコー東京で、18日（土）は、損保会館・ソラシ

ティカンファレンスセンター御茶ノ水で開催された。  

宮野：分科会では人の代わりにデジタルロボットが PC上の動作を代行する

ことができるソフトウェアを作成した講演を受講した。業務を自動化したこと

により効率よく仕事が出来ている。これからは、ロボットを活用していく時代

になるのではないか。内務スタッフの業務を減らすことができるというお話

だった。最後にこのロボットのプログラム希望があれば販売するというお話

があった。保険会社で購入し、代理店に無償で提供して欲しいと他の参加

者と話していた。 

山下：パネルディスカッションの中で印象に残ったのは、インセンティブ給をな

くしたが、売り上げを維持しているという話だった。インセンティブを求める

人は募集せず、退職した人も多く、人員も大きく変わったという事をパネラ

ーの 2店とも実践しているという事であった。 

 今までとは全く違うやり方であるが、顧客本位で考えるとこのやり方がベス

トだという結論が出たそうだ。 

重政：パネルディスカッションでは、代理店の方が中身を詳しく話していてよ

かった。代替わりして仕組みをガラッと変えたことは、うらやましく思った。

損保代理店も生保をやらないといけないという風潮の中、生保はやらない

という姿勢であり、共感できる部分があった。損保手数料以外でも しっか



り稼げる仕組みを作っている代理店だったので、すごく参考になった。2日

目の分科会での RPMのお話を聞きたいので、アーカイブがあればぜひ聞

きたい。私が参加した分科会は、女性の活躍について参考になるお話でし

た。 

濱坂：初めて参加した。早くに到着したので、他の代理店の方とお話しする中

で、保険会社への毎年の手数料ポイントの改定等についての不満を聞い

た。パネルディスカッションが興味深かった。給与体系や働き方に対する

意識が徹底していると感じた。完全固定給については、モチベーションの

事を考えると難しいように感じた。経営者のお話なので参考になり、来年も

こういう機会があれば是非参加したい。 

浜上：参加した皆さんには、吸収して頂けて良かった。SDGｓの基調講演では

楽しくやることでブランディングになるという内容だった。分科会では税理

士さんのお話を聞き参考になった。次年度も皆さん奮って参加して欲しい。 

 4）11/28 石川県損害保険防犯

対策協議会 報告 

浜上会長 

参加者は損保協会、県警、安全運転センター等。車両に関する犯罪や反

社についての報告があった。事故証明をとる件数が激減しているという報

告もあった。 

 5）12/8 日本代協会長懇談会報

告 

浜上会長 

13：00～17：00 Zoomにより開催された。分散討議は、会員数によって都

道府県ごとにグループ分けされており、支部組織の活性の取組について

討議した。 

三冠王の取組についての意見としては、会員や理事に対し目標数字を掲

げる事より、出前講座や防災マップなどの社会貢献の取組みの方が仲間

づくりの時に保険会社へ依頼しやすいという話をさせていただいた。 

 6）DRP推進委員会報告 竹村専務 

11月のご紹介は 17台。 

11月支部ごとの内訳と累計 

   能登支部    0台 累計   18台 

   金沢支部   7台 累計   73台 

   小松支部   10台 累計   50台 

 

 車検のご紹介台数は 3台、 

     11月末で計 50台 

 

 全国順位のご報告（11月末時点） 

① 鹿児島 257台  ②北海道 150台  ③石川 141台 

 7）その他 ・2023年度「目指せ、三冠王！」ニュース 

・VOS2.0 12月開催オンライン説明会のご案内 

・「みなさまの保険情報」のご案内  

 議事 【別途記載】  

 次回開催について 【別途記載】  

 閉会宣言 司会 竹村専務理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．議事 

1）代協仲間づくり推進入会について/全国一斉「仲間づくり推進ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」実施について/新入会員ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝについて 

＜説明＞ 

松岡組織副委員長 

全国一斉「仲間づくり推進キャンペーン」実施については、2023年 12 月 8日～2024年 3月 31日の

期間に、「±ゼロ以上キャンペーン」として年度通算の減点脱却代協を表彰する。 

仲間づくりについては、現状、目標 3店に対し、1店入会ですので、あと残り 2店。 

入会申込書の提出があった(株)アドバンスゲート＜代申：AIG＞の入会について審議願いたい。 

→異議なく、承認された。 

 新入会員オリエンテーションは 1 月の理事会後にリアル開催する。対象者へは FAX で案内を発送し

ますので、担当者の方は確認をお願いする。 

2）損害保険大学課程 受講勧奨について 

＜説明＞ 

佐野教育委員長 

12月に入り、受講生募集が始まっている。12/8時点での石川県の申込者数はゼロである。候補者と

してお名前をあげていただいた方の中で専門コースも未取得の方が多いが、保険会社等を通じてお

声掛けをしていきたい。 

東京海上日動パートナーズについては、北陸では各県 1名の受講者が見込める。その他、理事の皆

様にもお声掛けをお願いしたい。 

1/10 ８：30～17：30 コンサルティングコース WEB セミナーが開催される為、担当者を選出した。佐

野、濱坂、林、重政、（浜上）。 

3）春季セミナーについて 

＜説明＞ 

竹村専務 

 資料として、案内文・スケジュール・予算を添付している。案内文や会費についてのご意見があれば

お伺いしたい。 

→宴会参加の泊まりなしの料金を記載する。特別価格を強調する。 

案内文については、演題が分かり次第、今月中に発送したい。 

4）「2024年 金融庁と代協会長との意見交換会」開催 

＜説明＞ 

竹村専務 

2024年 3月 8日（金）16時から 18時に開催予定である。 

質問事項がある場合は、別紙１に記入の上、地域担当理事経由で、1/24 までに日本代協へ提出す

る。理事の皆様からの質問事項の提出は、次回理事会（1/19）までにお願いしたい。 

 

 

次回会議開催について  

司会 日時：２０２４年１月１９日（金）１４：３０～１６：３０  

場所：日新火災海上保険(株)金沢支店 会議室 

  

  

 

 

議事録作成人 

 

 

松岡 圭一     印 

 

議事録署名人 

 

 

浜上 洋之     印 

 

議事録署名人 

 

 

   竹村 敏之     印 

  


